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金刀比羅神社の祭礼
　松尾町八田にある金刀比羅神社。神社の北方、横芝に坂田池
があり、その更に北に坂田城址の山が続く。この坂田城は井田因
幡守友胤の居城となり、一説にはこの井田因幡守が讃岐國金刀
比羅神社を信仰し、現在の地に金刀比羅神社を建てられたとい
う。その為か、この神社は珍しく社殿が北西を向いて鎮座してお
り、その方角には坂田城址が存在する。金刀比羅神社のご祭神は
大己貴命（別名：大国主命）、大日霎命（別名：天照大神）、金刀比
羅神社の大己貴命は八田地区全域の氏神様で総鎮守。
　例大祭は１０月１０日で３年に１度御神輿が出る。昨年は震災の
影響で中止となり、今年に御神輿渡御となった。担ぎ手も仕事を
持っている人が多くなった為、１０月６日（土）に御神輿の渡御、例大
祭が１０日（水）と分かれた。
日　程
　10月6日（土）　発幸祭　（午前8時半頃）　
　　　　　　　神輿渡御　八田地区を練り歩く
　　　　　　　還幸祭　（午後5時頃）
　　　　　　　※巫女舞が昼に共同館で披露される
　　 10日（水）　例大祭　多くの出店がでて賑やかである
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